
は
じ
め
に

こ
の
数
年
、
お
も
に
文
化
や
経
済
の
諸
問
題
に
関
心
を
寄
せ
て
き
た
私
の
よ
う
な
人
間
が
、
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

に
つ
い
て
本
を
書
く
、
な
ど
と
い
う
と
、
あ
ま
り
に
飛
躍
し
す
ぎ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
こ

の
無
謀
な
試
み
に
も
、
実
は
筋
の
通
っ
た
理
由
が
あ
る
の
だ
。

一
九
九
九
年
は
じ
め
、
私
は
『
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
イ
ン
タ
レ
ス
ト
』
誌
の
オ
ー
ウ
ェ
ン
・
ハ
リ
ー
ズ
か
ら
、
こ
の
一
〇

年
を
振
り
返
っ
て
、
拙
論
「
歴
史
の
終
わ
り
」（
も
と
も
と
一
九
八
九
年
夏
に
発
表
）
に
つ
い
て
書
い
て
ほ
し
い
、
と
依
頼
を

受
け
た
。「
歴
史
の
終
わ
り
」
で
、
私
が
論
じ
た
の
は
、
こ
う
い
う
こ
と
だ
っ
た
。
ヘ
ー
ゲ
ル
は
、「
歴
史
は
一
八
〇
六

年
に
終
わ
っ
た
」
と
言
っ
た
が
、
こ
れ
は
正
し
い
。
一
八
〇
六
年
、
イ
エ
ナ
の
戦
い
に
ナ
ポ
レ
オ
ン
が
勝
っ
た
と
き
、

ヘ
ー
ゲ
ル
は
自
由
主
義
の
原
理
が
統
合
さ
れ
た
の
を
目
の
あ
た
り
に
し
た
。
革
命
の
原
理
を
超
え
る
政
治
的
進
歩
は
本

質
的
に
起
こ
ら
な
か
っ
た
。
一
九
八
九
年
共
産
主
義
の
崩
壊
は
、
全
世
界
が
リ
ベ
ラ
ル
民
主
主
義
に
向
け
さ
ら
に
収
束

す
る
と
い
う
大
団
円
を
知
ら
せ
た
に
す
ぎ
な
い
。

こ
の
拙
稿
に
対
す
る
多
く
の
批
評
を
通
じ
て
考
え
さ
せ
ら
れ
た
が
、
唯
一
反
論
で
き
な
い
と
思
っ
た
の
は
、
科
学
の

終
わ
り
が
な
い
限
り
、
歴
史
も
終
わ
る
は
ず
が
な
い
、
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。
そ
れ
に
続
く
著
作
『
歴
史
の
終
わ
り
と

最
後
の
人
間
』
で
、
進
歩
主
義
的
世
界
史
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
書
い
た
際
に
は
、
現
代
の
自
然
科
学
と
そ
れ
が
生
む
テ
ク

i



ノ
ロ
ジ
ー
の
展
開
が
主
た
る
駆
動
体
と
し
て
現
れ
て
く
る
。
い
わ
ゆ
る
情
報
革
命
の
よ
う
な
二
〇
世
紀
後
半
の
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
は
、
多
く
が
リ
ベ
ラ
ル
民
主
主
義
の
普
及
に
非
常
に
役
立
っ
た
。
し
か
し
、
我
々
が
立
っ
て
い
る
の
は
、「
科

学
の
終
わ
り
」
ど
こ
ろ
で
は
な
い
。
生
命
科
学
の
進
展
と
い
う
途
方
も
な
い
時
代
の
ま
っ
た
だ
中
に
い
る
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

現
代
生
物
学
が
当
座
、
我
々
の
政
治
理
解
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
す
か
、
私
は
ず
っ
と
考
え
て
き
た
。
こ
れ
は

数
年
の
間
主
宰
し
て
き
た
、
国
際
政
治
に
対
す
る
新
た
な
科
学
の
影
響
を
考
え
る
勉
強
会
が
も
と
に
な
っ
て
い
る
。
こ

の
問
題
に
つ
い
て
、
私
が
当
初
考
え
て
い
た
こ
と
は
、
い
く
ら
か
『
大
崩
壊
の
時
代
』
で
も
述
べ
て
い
る
。
こ
の
本
で

は
人
間
性
と
規
範
と
い
う
問
題
を
テ
ー
マ
と
し
、
民
族
学
、
進
化
生
物
学
、
認
知
神
経
科
学
と
い
っ
た
分
野
か
ら
の
新

た
な
経
験
的
情
報
に
よ
っ
て
我
々
の
人
間
性
理
解
が
形
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
論
じ
た
。
と
こ
ろ
が
、「
歴
史
の
終
わ

り
」
を
回
顧
す
る
と
い
う
依
頼
は
、
も
っ
と
体
系
立
て
て
未
来
に
つ
い
て
考
え
始
め
る
機
会
と
な
っ
た
。
こ
れ
は
「
再

考
―
―
ボ
ト
ル
の
中
の
最
後
の
人
間
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
、
一
九
九
九
年
『
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
イ
ン
タ
レ
ス
ト
』
に
掲

載
さ
れ
た
。
本
書
は
、
そ
こ
で
初
め
て
取
り
組
ん
だ
テ
ー
マ
を
大
幅
に
拡
大
し
た
も
の
で
あ
る
。

二
〇
〇
一
年
九
月
一
一
日
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
を
テ
ロ
リ
ス
ト
が
攻
撃
し
た
こ
と
で
、
歴
史
の
終
わ
り
と
い
う
テ
ー

マ
に
つ
い
て
あ
ら
た
め
て
疑
念
が
持
ち
あ
が
っ
た
。
西
洋
と
イ
ス
ラ
ム
の
間
の
（
サ
ミ
ュ
エ
ル
・
Ｐ
・
ハ
ン
チ
ン
ト
ン
の
言
葉

を
使
え
ば
）「
文
明
の
衝
突
」
を
我
々
は
今
目
撃
し
て
い
る
の
だ
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
し
か
し
私
が
思
う
に
、
ア
メ
リ

カ
に
テ
ロ
が
あ
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
文
明
が
衝
突
し
た
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
こ
の
攻
撃
を
仕
掛
け
た
イ
ス
ラ
ム
急

進
主
義
は
自
暴
自
棄
的
な
抵
抗
を
し
て
い
る
に
す
ぎ
ず
、
そ
の
う
ち
幅
広
い
現
代
化
の
波
に
呑
み
こ
ま
れ
て
し
ま
う
だ

ろ
う
。
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と
は
い
え
、
こ
の
事
件
は
、
現
代
世
界
を
生
み
出
し
た
ほ
か
な
ら
ぬ
科
学
と
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
が
、
文
明
の
大
き
な
弱

点
と
な
り
う
る
、
と
い
う
事
実
を
明
ら
か
に
し
た
。
飛
行
機
、
超
高
層
ビ
ル
、
生
物
学
実
験
室
―
―
い
ず
れ
も
現
代
性

の
象
徴
で
あ
る
―
―
が
悪
意
あ
る
策
略
に
よ
っ
て
、
あ
っ
と
い
う
ま
に
武
器
に
変
貌
す
る
。
本
書
は
生
物
兵
器
に
つ
い

て
は
取
り
扱
わ
な
い
が
、
現
在
さ
ら
さ
れ
て
い
る
脅
威
と
し
て
の
バ
イ
オ
テ
ロ
リ
ズ
ム
の
登
場
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
、

政
治
が
科
学
と
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
使
用
を
よ
り
強
く
制
御
す
る
必
要
を
示
し
て
い
る
。

言
う
ま
で
も
な
く
、
本
書
執
筆
に
関
し
て
は
、
多
く
の
方
々
の
御
世
話
に
な
っ
た
。
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。
な
か
で

も
、
デ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
ア
ー
マ
ー
、
ラ
リ
ー
・
ア
ー
ン
ハ
ー
ト
、
ス
コ
ッ
ト
・
バ
レ
ッ
ト
、
ピ
ー
タ
ー
・
バ
ー
コ
ヴ
ィ
ッ

ツ
、
メ
ア
リ
ー
・
キ
ャ
ノ
ン
、
ス
テ
ィ
ー
ヴ
・
ク
レ
モ
ン
ズ
、
エ
リ
ッ
ク
・
コ
ー
エ
ン
、
マ
ー
ク
・
コ
ー
ド
ー
ヴ
ァ
ー
、

リ
チ
ャ
ー
ド
・
ド
ア
フ
リ
ン
ガ
ー
、
ビ
ル
・
ド
レ
イ
ク
、
テ
リ
ー
・
イ
ー
ス
ト
ラ
ン
ド
、
ロ
ビ
ン
・
フ
ォ
ッ
ク
ス
、
ヒ

レ
ル
・
フ
レ
イ
ド
キ
ン
、
ア
ン
ド
リ
ュ
ー
・
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
、
フ
ラ
ン
コ
・
フ
ァ
ー
ガ
ー
、
ジ
ョ
ナ
サ
ン
・
ガ
ラ
ッ
シ
、

ト
ニ
ー
・
ギ
ラ
ン
ド
、
リ
チ
ャ
ー
ド
・
ハ
ッ
シ
ン
グ
、
リ
チ
ャ
ー
ド
・
ヘ
イ
ズ
、
ジ
ョ
ー
ジ
・
ホ
ー
ム
グ
レ
ン
、
レ
オ

ン
・
カ
ー
ス
、
ビ
ル
・
ク
リ
ス
ト
ル
、
ジ
ェ
イ
・
レ
フ
コ
ヴ
ィ
ッ
ツ
、
マ
ー
ク
・
リ
ラ
、
マ
イ
ケ
ル
・
リ
ン
ド
、
マ
イ

ケ
ル
・
マ
グ
ル
ー
ア
、
デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
プ
レ
ン
テ
ィ
ス
、
ゲ
イ
リ
ー
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
、
エ
イ
ブ
ラ
ハ
ム
・
シ
ュ
ル
ス

キ
ー
、
グ
レ
ゴ
リ
ー
・
ス
ト
ッ
ク
、
リ
チ
ャ
ー
ド
・
ヴ
ェ
ル
ク
リ
ー
、
キ
ャ
ロ
ラ
イ
ン
・
ワ
グ
ナ
ー
、
マ
ー
ク
・
ウ
ィ

ー
ト
、
エ
ド
ワ
ー
ド
・
Ｏ
・
ウ
ィ
ル
ソ
ン
、
ア
ダ
ム
・
ウ
ル
フ
ソ
ン
、
ロ
バ
ー
ト
・
ラ
イ
ト
の
諸
氏
で
あ
る
。
優
秀
な

エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
の
エ
ス
タ
ー
・
ニ
ュ
ー
バ
ー
グ
を
は
じ
め
、
こ
の
数
年
に
わ
た
り
私
を
支
援
し
て
く
だ
さ
っ
た
イ
ン
タ

ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ヴ
・
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
の
皆
さ
ん
に
も
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
る
。
研
究
助
手
の
マ

イ
ク
・
カ
ー
テ
ィ
ス
、
ベ
ン
・
ア
レ
ン
、
ク
リ
ス
テ
ィ
ン
・
ポ
マ
レ
ニ
ン
グ
、
サ
ン
ジ
ェ
イ
・
マ
ー
ワ
ー
、
ブ
ラ
イ
ア
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ン
・
グ
ロ
ウ
に
は
、
非
常
に
貴
重
な
助
力
を
い
た
だ
い
た
。
ブ
ラ
ッ
ド
リ
基
金
が
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
部
と
し
て

研
究
生
奨
学
金
に
支
援
し
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
に
感
謝
し
た
い
。
万
能
な
助
手
の
シ
ン
シ
ア
・
パ
ド
ッ
ク
は
本
書
の
最

終
稿
執
筆
に
貢
献
し
て
く
れ
た
。
そ
し
て
妻
ロ
ー
ラ
は
い
つ
も
の
よ
う
に
、
原
稿
を
読
み
、
強
い
関
心
を
寄
せ
る
い
く

つ
か
の
問
題
に
つ
い
て
、
深
い
見
識
に
立
っ
た
コ
メ
ン
ト
を
し
て
く
れ
た
。

フ
ラ
ン
シ
ス
・
フ
ク
ヤ
マ

iv


